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Gram－positive　facultative　　　　・bOCC1 28．2 44．8 46．2 28．8
Streptococci 27．9 38．3 41．0 27．1
sεr．励ταπ8 （0－50） （0－1） （0－1） （ 0－30）
8εr、8απ8泌 （40－60） （10－20） （10－30） （10－20）
S〃．mωor （20－40） （10－30） （30－50） （10－30）
sτr、8α伽αr地8 （0－1） （40－60） （40－60）（0－1）
8τア．励JJθr輌 （3－25） （0－1） （0－1） （14－56）
Staphylococci 0．3 6．5 4．0 1．7
Gram－positive　anaerobic　　　　．bOCCl 12．6 4．2 13．0 7．4
Graπ1－negative　anaerobic　　　　恒bOCCI 6．4 16．0 15．9 10．7
Gram－negative　facultative　　　　．bOCC1 0．4 3．4 1．2 0．4
Gram－positive　facultativerods 23．8 13．0 11．8 15．3
Gram－positive　anaerobicrods 18．4 8．2 4．8 20．2
Gram－negative　facultativerods ND 3．2 2．3 1．2
Gram－negative　anaerobicrods 10．4 8．2 4．8
／「
m 16．1



















































































































































































Indicators Dentalp aque Dental　plaque
N Y H K N Y　　　H K N　　Y H KSCSC SCSCSCSC　SCSCSC　SCSCSC
s卿力yJococc包8例アεμ3
一一 一一 一一 一一 十十 十十　十一 一｝ 一一一一 一一 一一FDA　209P
BαCεer輌Oηθ肌α　π↓αt7・μCんolπ
一一 一一 一一 ．一一 十十 十一　十一 一一 一一一一 一『 一一ATCC　14266
Sεreρ；OCOC仇S励伽S
一一 一一 一一 一一 一一 一一一一 一一 一一一一 一十 一十Ingbri　tt
S8reρ‡OCOCC包S　3απ9痂S
一一 一一 一一 一一 一一 一一一一 一一 一一一一 一一 一一ATCC　10556
P仁・ρi6πεbαcτeWmαcηes
一十 一十 一十 一一 十十 十十　十十 一十 一十　一十 一十 一十ATCC　6919
BαCεero∫ゴes肌e～απ輌πogeη∫四8



















































































































































































































































































































































































































































NM－2（m）’＜＼ミ　＋　＋　一　一　＋　＋ 十　　　一　　　十　　　十　　　十 1 10
NM－3（m） 一＼_一＼＼＋　　＋　　一　　一　　＋　　＋ 十　　　十　　　十　　　十　　　十 1 9＼　　　　　＼
















































































































S。li。誉 ε㌢伍、 Salivaε：ジ， Saliva；蒜?_
No． 1 3／157 Nb．19 8／216 NO．35 0／410
No． 2 9／71 No．20 4／23 No．36 0／123
No． 3 8／286 No．21 16／165 No．37 0／64
No． 4 24／88 No．22 22／316 Nb．38 0／81
No． 5 14／312 No．23 2／49 No．39 0／196
No． 6 2／296 No．24 8／163 No．50 0／362
No． 7 4／260 No．25 4／208 No．51 0／105
Nb． 8 2／258 No．26 3／142 No．42 0／216
No． 9 3／212 No．27 4／84 No．43 0／96
No．10 2／246 No．28 3／127 No．44 0／125
No．11 6／62 No．29 4／183 No．45 0／83
No．12 3／88 No．30 3／95 No．46 0／386
No．13 8／38 No．31 2／63 No．47 0／263
Nb．14 4／64 Wb．32 3／96 N｝． 48 0／213
No．15 3／152 No．33 7／61 No．49 0／92
No．16 2／213 No．34 6／308 No．50 0／104
M）． 17 7／296 N）． 51 0／226




















































sαn8u8 一 十 十 一 一 一 一 一
mulαπs 一 十 一 一 一 一 一 十
飢：’↓8 一 十 十 一 一 一 十 一
（m川ε7輌，禰ε‘ρr）
3α∫‘びαr↓暫8 一 十 十 十 十 一 十 十
SIα♪hy∫。coccu8
σ匂reμs 一 十 十 十 十 一 一 一
θが由㎝：d輌8 一 十 十 一 一 一 一 一
Bαc£e7ξoπ2mα
mαε側cんoz“ 一 十 ． 一 十 一 一 十
Lαdobαd∫∫鮎8
αe‘卿垣’μ8 一 十 一 一 十 一 一 一
cα8e： 一 十 一 一 十 一 一 一
Pr。ρ迦砧αctεア∫頒
αcn¢3 十 十 ・ 十 十 十 十 十
Acf↓πomyces
ばscos“ 十 十 十 一 十 一 十 十
παεs∫朋dξ： 十 十 一 一 十 一 十 十
‘sアαe’“ 一 ． ・ 一 十 一 一 十
Bααeroξde3
mε’απごπ09επ‘cμs 十 一 一 一 一 一 十 一Other
Bαc‡・r・↓dε8sp． 十 ・ 一 一 一 一 十 一
＊：Hamada，　S．et　al（1975）．　IkedarT．　et　al（1982），　Fukushima，　H．et　al（1982）より
＊＊：Dajani，A．　S．et　al（1976），　Dempster．　R．　P．et　al（1982）より
＋：多くの菌株に対して阻止作用を示す
一：殆んどの菌株に対して阻止作用を示さない
（）：非バクテリオシン（様）
148 中村：抗菌物質産生の口腔細菌とその生態
れよう．正常口腔の各部位にみられるそれぞれ特
異的菌叢構成に関する生態学的機序は不明確でも
ある．抗菌的生物活性が菌叢構成に関与している
可能性は各菌叢に見られる特異的組成と考え合せ
本稿で示したパクテリオシン（様）産生と感受性菌
種との関連性からある程度説明できる一面もあ
る．もちろん殆んどのバクテリオシン（様）活性の
作用範囲は菌株レベルであること，in　vitroの抗
菌活性はそのまま口腔内で反映されるとは限らな
い．しかし産生菌数の分布やバクテリオシン（様）
の理化学的特性からみて口腔内諸因子によって不
活化され難いパクテリオシン（様）活性の局所での
生態学的役割は注目される．われわれが検討した
バクテリオシン（様）活性は，種々の細菌が共生す
る生態系でも検出される事実から考え多様かつ濃
厚である口腔細菌叢におけるパクテリオシン（様）
活性は局所菌叢内での菌種間拮抗ひいては菌種変
動機構に参画する可能性は強いと思われる．本稿
で示したバクテリオシン（様）個々の生態学上の役
割をさらに明確にするためには同一個体での菌叢
構成菌の産生と感受性など定量的検討・解析が必
要でありさらに検討しなければならない．
（本研究内容は，
直樹，山崎宣夫，
銘記する）．
主に藤村節夫，谷口裕朗，小幡
金川直博との共同によることを
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